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[目的]NO の光解離を用いたタンパク質および細胞の光制御を行っている。本研究

では、糖結合タンパク質であるヒトガレクチン１(hGal-1)の細胞凝集能力の光制御

を目指す。hGal-1 は分子内にチオール基(SH 基)を有するときに細胞凝集能を持ち、

分子内ジスルフィド(S-S)結合を形成すると細胞凝集能力を失う。そこで、SH 基の

プロトンが NO に置換された hGal-1(SNO-hGal-1)を合成し、SNO-hGal-1 内の SNO
基を用いた細胞凝集能の光制御を目指す。SNO 基の光解離では、光照射によって

NO ラジカルへの解離が生じる。生成した S ラジカルは速やかに分子内 S-S 結合を

形成し、細胞凝集能力が光変化すると考えられる。 
[結果]野生型 hGal-1は，大腸菌を用いて発現させ複数のカラムを用いて精製した。

野生型 hGal-1 と SNO 基を持つシステインを混合し、SNO-hGal-1 を合成した。生

成した SNO hGal-1 について、紫外可視吸収を用いたタンパク質内の SNO 基の生

成と、赤血球細胞の凝集試験によって SNO hGal-1 が細胞凝集能力を持つことを確

認した。次に SNO hGal-1 に光を照射した。NO 基が吸収する 350 nm の光の照射に

よって、NO 由来の吸光度の減少を確認した。また、円偏光二色性により、光照射

によって S-S 結合を有する hGal-1 に構造変化することがわかった。光照射前後の

SNO hGal-1 による細胞凝集体の量を比較し、光照射によって赤血球凝集体の量が

減少することがわかった。NO の解離によって、hGal-1 の細胞凝集能を制御するこ

とに成功した。 
[結論] 糖結合タンパク質である hGal-1 に SNO 基を形成させ、光照射による分子

内 S-S 結合の生成と細胞凝集の光制御に成功した。今後は SNO-hGal-1 の生成収率

と、細胞凝集の光による減少量の定量化を行うことを検討している。 


